
取材・文／本間学　撮影／岸隆子

　本
学
は
、
N
高
校
、
S
高
校
で
の
教

育
実
績
を
持
つ
株
式
会
社
ド
ワ
ン
ゴ
と

日
本
財
団
が
開
学
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
大

学
で
す
。
現
在
、
N
高
校
、
S
高
校
の

生
徒
は
３
万
人
を
超
え
、
全
高
校
生
の

1
％
を
占
め
る
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
多

く
は
自
分
で
学
び
方
を
デ
ザ
イ
ン
で
き

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー
で
す
。
こ
う

し
た
生
徒
や
卒
業
生
、
保
護
者
か
ら
、

卒
業
後
の
進
学
先
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

大
学
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
、
そ
れ

が
本
学
の
開
学
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

加
え
て
、「
学
び
た
い
人
が
地
理
的
、

経
済
的
な
問
題
で
大
学
進
学
を
諦
め
て

ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

し
た
。
場
所
の
制
約
が
な
く
学
べ
、
学

費
も
安
い
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
と
い
う
選

択
肢
を
設
け
る
こ
と
は
、
日
本
の
大
学

進
学
率
向
上
と
い
う
点
で
も
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
す
。

　私
は
大
学
で
学
ぶ
目
的
の
一
つ
は

「
生
涯
、
学
び
続
け
ら
れ
る
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
」だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
入
学
当
初
か
ら
大
学
で
の
全

て
の
学
び
を
自
分
一
人
で
設
計
・
実
践

す
る
の
は
難
し
い
た
め
、
一
定
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
本
学
の
入
学
定

員
は
3
5
0
0
人
で
す
が
、
こ
れ
は
、

人
数
が
さ
ら
に
千
人
余
り
増
え
て
も
十

分
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
で
き
る
こ
と
を

根
拠
に
算
出
し
た
定
員
数
で
す
。
学
生

支
援
の
た
め
に
３
種
類
の
専
任
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
担
任
の
役
割

を
担
う
「
ク
ラ
ス
・
コ
ー
チ
」
は
、
講

義
の
視
聴
ペ
ー
ス
が
滞
っ
た
際
な
ど
に

声
を
掛
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
相
談
に
乗

り
ま
す
。「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
は
学
生
の
興
味
や
希
望
進
路

に
合
っ
た
科
目
選
択
や
研
究
面
で
の
助

言
を
し
、「
キ
ャ
リ
ア・ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

は
個
別
相
談
な
ど
を
通
じ
て
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
支
援
し
ま
す
。
学
生
が
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
る
機
会
は
、
他
の
大
学

よ
り
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
3
年
後

の
完
成
年
度
ま
で
に
３
０
０
人
の
専
任

ス
タ
ッ
フ
と
１
１
０
人
の
T
A
を
採
用

し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
る
予

定
で
す
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
は
、
教
員
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
海
外
出
張
中
な

ど
で
も
、
場
所
を
選
ば
ず
に
学
生
に
必

要
な
指
導
が
で
き
ま
す
。
講
義
動
画
の

事
前
作
成
は
、
次
年
度
以
降
は
そ
れ
を

活
用
、
ま
た
改
善
の
ベ
ー
ス
に
で
き
る

の
で
、
研
究
時
間
の
確
保
に
つ
な
が
り

ま
す
。
大
学
教
育
は
研
究
が
あ
っ
て
こ

そ
。
研
究
時
間
の
拡
充
は
、
教
育
面
で

必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　I
T
企
業
が
設
立
母
体
の
１
つ
で
す

が
、募
集
広
報
は
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

対
面
の
機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

高
校
訪
問
や
地
域
開
催
の
進
路
相
談
会

な
ど
に
積
極
的
に
出
向
き
、
大
学
の
理

念
や
学
び
の
内
容
を
丁
寧
に
説
明
。
初

年
度
は
無
事
に
多
く
の
入
学
者
を
受
け

入
れ
、
そ
の
約
6
割
が
現
役
の
高
校
３

年
生
の
進
学
者
で
す
。

18
歳
人
口
が
減
少
す
る
中
、
多
く
の

大
学
が
定
員
割
れ
に
苦
し
ん
で
い
ま
す

す
が
、
本
学
は
既
存
の
大
学
か
ら
学
生

を
奪
お
う
と
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、
本
学
の
取
り
組
み
の
中
で
、
役

立
つ
も
の
が
あ
れ
ば
取
り
入
れ
て
も
ら

い
た
い
。
特
定
の
専
門
分
野
の
教
員
を

集
め
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
地
方
の
大

学
に
は
、
本
学
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業

を
使
う
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
社

会
も
大
学
も
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
が

求
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
連
携
が

必
要
な
時
代
で
す
。
互
い
に
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

わかやままさと●1985年広島大学大学院博士課程
修了。鳥取大学助教授等を経て九州大学教授、同大学
院数理学研究院長・学府長、同大学マス・フォア・インダ
ストリ研究所所長、同大学理事・副学長、東京理科大学
副学長・教授などを経て、2025年より現職。理学博士。

若山 正人
学長

学
び
た
い
人
が
諦
め
ず
に

学
べ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学

他
大
学
と
連
携
を
図
り

協
力
し
合
っ
て
人
材
を
育
成
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オリジナル学習システム「ZEN Study」

　ZEN大学が設置しているのは「知能情報社会学部」の１学部のみ。研究
分野は、デジタル産業、文化・思想、情報、経済・マーケット、社会・ネットワーク、
数理の6つだ。文理横断の279科目が設けられ、学生は自分の興味・関心、希
望進路に基づいて科目を選択する。279科目のうち、約6割がオンデマンド授
業で、残りはリアルタイムの授業や少人数での演習ゼミなどのライブ授業だ。
同大学は開学にあたってオリジナルの学習システム「ZEN Study」を開発

した。学生はこのシステムを使って、オンデマンド授業やライブ授業を視聴し、
LMSで学修の進捗を管理する。ライブ授業では不明点や感想を講師に直
接伝えたり、学生同士でコミュニケーションを取ったりすることも可能だ。クラ
ス・コーチ等の専任スタッフも、このシステムを通じて学生を支援する。
　卒業にあたっては卒業プロジェクトを必須としている。学生は、3年間で得
た知識とデジタル技術を駆使し、自ら設定した課題解決に取り組む。「本学
のカリキュラム設計の目的は、学生が社会で活躍できる力を付けること。社
会で役立つ教育の提供に力を入れていきたい」（若山学長）。

オンライン大学ならではの教育を支える
オリジナル学習システム

キャンパス／神奈川県逗子市　学生数／3,380人（2025年4月1日現在）
基本理念／不確実で変化の激しい知能情報社会を生き抜く実践力を持った人材を育成する　
学部／知能情報社会　
経営／学校法人日本財団ドワンゴ学園

2025年に入学定員3,500人の「オンライン大学」として開学したZEN大学。
オンラインならではの特徴を、教育や研究にどう生かすのか。学長に話を聞く。

ZEN大学

手厚い学生サポート体制により
生涯学び続ける能力を養成する【大学の特徴】

【2025年度入学者データ】

CASE

STUDY

注目！

クラス・コーチが学生
の学修の進捗を確認
して、アドバイスの参
考にすることが可能。

学生同士の学びの輪
を感じられる「コメント」
機能で、同じライブ映
像授業を受けている
学生の気づきを知る
ことができる。

甲信越 99

東海 317

関東 1,558

東北 168

北海道 128

九州・
沖縄 356

四国 57

中国 140

近畿 480

北陸 60

海外 17

合 計 3,380

＊2025年4月１日現在

学部：知能情報社会学部
取得できる学位：学士（学術）
授業形式：オンライン
※卒業に必要な単位の取得が、全てオンラインで可能。

科目数：全279科目
（ライブ授業123科目、オンデマンド156科目）

授業料：年間38万円
卒業所要単位：124単位
「卒業プロジェクト」（必須）のみ4単位（ほかは全て2単位）

入試科目：志望理由・小論文（Web入力）

入学者の
最終学歴・職業など

入学者に占めるN高校、
S高校出身者の割合

専願／併願の
割合

入学者の居住地

６つの研究分野

デジタル
産業

経済・
マーケット

・企業経営
・デジタル・マーケティング
・交渉・合意形成概論
・スタートアップ実践 など

文化・思想
社会・
ネットワーク

情報 数理

・コンテンツ産業論
・マンガの企画立案と
 プロデュース論
・ゲーム制作論基礎 など

・心理学
・世界が変わる編集力
・Webコミック演習
・近・現代アート概論 など

・AI社会の歩き方
・地域研究
・意思決定の能力開発
・音楽と社会 など

・データサイエンス概論
・統計学入門
・ディープラーニング
・Webアプリケーション開発 など

・現代社会とサイエンス
・数学の方法
・線形代数
・宇宙際タイヒミューラー理論 など

高校生・
高専生
59％

社会人
22％

既卒生
5％ その他

14% N高校、
S高校
出身者
42％

その他
58％

専願
90％

併願
10％

特集  「定員」と「教育」
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